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図7.各フラーレンイオンのイオン源内での崩壊の際の内部エネルギー
壊レートをFiniteIIeatBatb模型とGspanparameterを用いることによって与えることによっ
て相対的なフラーレンイオンの強度を計算し､その結果は実験をよく再現した｡ここでGspan
para,meterの値としては7=Ea/kBTb=23.5.を用いた｡この値は電子衝撃によるFoltin等の
実験【1]とも一致している.また､フィッティングパラメータT60はT60- 10~5(sec)となり､こ
の値は実験条件から考えられるオーダーと一致している｡さらに,この計算値と実験値の差から
実験値を再現するための各フラーレンイオンの崩壊レートを求め,Klots等[3]の求めた活性化
エネルギーの値を用いてイオン源内でのフラーレンイオンの崩壊する野の内部エネルギーを求
めた｡
References
.[1]M･Foltinetal･,J･Chem･Pムys･,98(1993)9624･andreferencestherein･
[2]C.W･Waiteretal.,Cムem.Phys･Left.,195(1992)543･
[3]C.E･Klots,Z.Phys.,D20(1991)105.
[4]a.E.Stantonetal.,I.PhyS.Cムem.,92(1988)281.
[5]R･Ⅸ･Yooetal･,I.Cbem･Phys･,96(1992)911･
[6]C･E･Klots,Z.PLys.,D21(1991)335･
[71p.p.Radietal.,Chem.Phys.LetC.,174(1990)223.
- 956 -
